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１．任国での活動について

○ 派遣国 ・・・ ドミニカ共和国

○ 期 間 ・・・ 平成１８・１９年度

○ 要請内容 アメリカ合衆国

「小学校教員の「小学校教員の
算数指導力向上算数指導力向上算数指導力向上」算数指導力向上」 ドミニカ共和国



１．任国での活動について

［課題］
・ 年間指導計画 教科書 ドリル なし

→ 指導内容は，教員の知識や経験任せ

・ 年間指導計画、教科書、ドリル なし。

［取組］ 算数指導のシステム化算数指導のシステム化［取組］ 算数指導のシステム化算数指導のシステム化

① 児童用学習プリント ② 教師用指導書
③ 学年会で指導内容を確認
④ 指導進度の管理 ⑤ 教材教具の作成と管理
⑥ 状況把握のための授業モニタリング



①① 児童用学習児童用学習プリントプリント

②② 教師用指導書教師用指導書②② 教師用指導書教師用指導書



③③ 学年会で指導内容の確認学年会で指導内容の確認

④④ 指導進度の管理指導進度の管理



⑤⑤ 教材・教具の作成と管理教材・教具の作成と管理

⑥⑥ 状況把握のための状況把握のための
ググ授業モニタリング授業モニタリング



１．任国での活動について

・ 着任後 すぐに活動に取り組めた （約１年半）

［成果］
・ 着任後，すぐに活動に取り組めた。（約１年半）

・ スローガン「負担軽減」が受け入れられた。

・ 「算数指導のシステム化」の定着

／ 学級にお 答率・ １３／１５学級において，正答率ＵＰ➚

・ 年間の指導単元数の増加年間の指導単元数の増加

「教員の算数指導力は，ある程度向上」



２．活動からの学び

○○ 日本の教育のよさを再認識日本の教育のよさを再認識
・ カリキュラム 教員研修制度

▲▲ 国際社会における“日本”の認知度の低さ国際社会における“日本”の認知度の低さ

・ カリキュラム，教員研修制度

・ 「中国人」，「日本は，中国の領土の一部」
・ 「日本」＝「TOYOTA」，「HONDA」… のみ日本」 TOYOTA」， HONDA」… のみ

⇒⇒ 日本のさらなる国際貢献の必要性日本のさらなる国際貢献の必要性

学校教育において・・・

グローバル社会で生きていく「日本人」の育成グローバル社会で生きていく「日本人」の育成



３．帰国後の教育現場への還元

○ 新たな 学校 転勤 （復帰 年 ）

［現場復帰］

○ 新たな小学校へ転勤 （復帰３年目）

○ 校務分掌○ 校務分掌

① 「外国語活動」「外国語活動」 の研究

② 「中国の小学校との交流」「中国の小学校との交流」 の推進

① 外国語活動」外国語活動」 の研究

グ バ 社会 生き く「 本人 育成グ バ 社会 生き く「 本人 育成グローバル社会で生きていく「日本人」の育成グローバル社会で生きていく「日本人」の育成



３．帰国後の教育現場への還元

① 「外国語活動」「外国語活動」 の研究

グローバル社会で生きていく「日本人」の育成グローバル社会で生きていく「日本人」の育成

外国人と臆せず 積極的に外国人と臆せず 積極的に

小学校で目指す子どもの姿

外国人と臆せず，積極的に外国人と臆せず，積極的に
コミュニケーションを図ろうとする子どもコミュニケーションを図ろうとする子ども

「 方 考 方「 方 考 方を変容(1) 「コミュニケーション」への見方や考え方「コミュニケーション」への見方や考え方を変容させる。

(2) 外国人と交流することの意義外国人と交流することの意義に気付かせる。( ) 気



３．帰国後の教育現場への還元

① 「外国語活動」「外国語活動」 の研究
外国人と臆せず 積極的に外国人と臆せず 積極的に外国人と臆せず，積極的に外国人と臆せず，積極的に

コミュニケーションを図ろうとする子どもコミュニケーションを図ろうとする子ども

(1) 「コミュニケーション」への見方や考え方「コミュニケーション」への見方や考え方を変容変容させる。

英語を 知 る英語を英語を
知らないから，
私には無理

知っている英語を
工夫して使えば，
結構通じるのね！私には無理。 結構通じるのね！

語彙や表現 コミュニケーションコミュニケーション語彙や表現
のみに依存

コミュ ケ ションコミュ ケ ション
のの図り方図り方を習得



３．帰国後の教育現場への還元

① 「外国語活動」「外国語活動」 の研究
外国人と臆せず 積極的に外国人と臆せず 積極的に外国人と臆せず，積極的に外国人と臆せず，積極的に

コミュニケーションを図ろうとする子どもコミュニケーションを図ろうとする子ども

(2) 外国人と交流することの意義外国人と交流することの意義に気付かせる。

ＡＬＴや地域の外国人との「初め 知 た 「親しくなれた 体験好きな教科
ＡＬＴや地域の外国人との

コミュニケーション活動コミュニケーション活動中心の単元

「初めて知った！」，「親しくなれた！」体験

⇒ 「交流交流」や「外国語を学ぶ外国語を学ぶ」 意義意義

テストや受験のための学習

嫌いな教科



３．帰国後の教育現場への還元

① 「外国語活動」「外国語活動」 の研究
外国人と臆せず 積極的に外国人と臆せず 積極的に外国人と臆せず，積極的に外国人と臆せず，積極的に

コミュニケーションを図ろうとする子どもコミュニケーションを図ろうとする子ども

平成２３年２月９日（水），１０日（木）
附属新潟小学校 初等教育研究会 開催！



３．帰国後の教育現場への還元

② 「中国の小学校との交流」「中国の小学校との交流」 の推進

相互訪問相互訪問

北京師範大学実験小学校 附属新潟小学校北京師範大学実験小学校 附属新潟小学校

本交流の特色
（１） 職員・保護者職員・保護者同士の直接直接交流

（２） 子ども子ども同士の直接直接交流

本交流の特色

（２） 子ども子ども同士の直接直接交流



３．帰国後の教育現場への還元

（１） 職員・保護者職員・保護者同士の直接直接交流

ア 国際交流へのア 国際交流への イ 「教育フォーラム」開催イ 「教育フォーラム」開催ア．国際交流へのア．国際交流への
理解を深める理解を深める

イ．「教育フォーラム」開催イ．「教育フォーラム」開催
（教育課題の検討）（教育課題の検討）



３．帰国後の教育現場への還元

（２） 子ども子ども同士の直接直接交流

５年生２０名程度５年生２０名程度 ７月７月 ：： 北京北京→→新潟新潟５年生２０名程度５年生２０名程度 ７月７月 ：： 北京北京→→新潟新潟
３月３月 ：： 新潟新潟→→北京北京



３．帰国後の教育現場への還元

② 「中国の小学校との交流」「中国の小学校との交流」 の推進

形式的な交流は長続きしない・ 形式的な交流は長続きしない。
まず，大人が「人と人との国際交流」を知る。

・ 子どもが活躍できる場を作る。そのために，
授業で子どもに必要な力を付けておく授業で子どもに必要な力を付けておく。

・ 相手と対等な関係を築くこと相手と対等な関係を築くこと。
相手の考えを尊重し，よく話し合うこと。



御清聴，ありがとうございました。

○ 赴任国の方々と よい時間を！○ 赴任国の方々と，よい時間を！

○ 日本からの親善大使として○ 日本からの親善大使として，
「日本のよさ」 を存分にアピール！

新潟大学教育学部附属新潟小学校
清 野 真 輝清 野 真 輝

seino@fusho.ngt.niigata-u.ac.jp


